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１ 施設の利用状況 

施設名：由宇青少年自然の家 

１ 年度別使用者数               

区 分 使用者数(延) 使用者数(実) 団体数 利用率(※) 

R3 年度 12,564 8,794 937 22.3 

R4 年度 17,516 11,106 1,134 26.3 

R5 年度 26,896 14,513 1,147 40.8 

R6 年度 25,533 15,668 1,338 38.8 

※利用率：使用者数(延)/開業日数×定員 

 

２ 利用状況(R6 年度) 

(1) 類型別実使用者数及び団体数        

区分 幼保育 小学校 中学校 
青少年 

団体 
高校等 大学 企業 家族 

主催 

事業 
その他 

実数 

(人) 
395 2,017 782 1,623 1,299 40 107 1,834 1,172 6,399 

団体数 

(団体) 
13 41 19 45 39 1 8 446 24 702 

 

(2) 月別利用状況           

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

開 業 

日 数 
27 29 28 29 29 26 29 28 25 25 26 

28 

※3 

利用率 

(％)※1 
35.8 46.2 29.9 46.1 58.9 33.1 72.3 43.7 30.7 22.5 17.0 22.4 

宿泊率 

(％)※2 
9.0 20.6 11.9 20.8 25.0 13.6 24.9 13.6 17.4 6.9 5.9 7.5 

※1 利用率：使用者数(延)/開業日数×定員 

※2 宿泊率：宿泊者数/開業日数×定員 

 

 

 

 

 

 



２ 受入事業の主な研修プログラム 

施設名：由宇青少年自然の家 

 プログラム名 活動内容・教育的効果 
時間 

(時間) 
季節 

定員

(人) 

1 テント設営 テント設

営撤収 

･自然の中で宿泊する場所を自ら

設営する技術の基礎を身につけ

る。 

･自然の中で宿泊することによ

り、自然についての理解を深め、

自然に親しむことの喜びを味わ

う。 

設営 

2.0 

撤収 

1.5 

春 

～ 

秋 

165 

2 登山、ハイ

キング 

銭壺山 

～ 

由宇駅 

･自然とふれあい、自然に対する

知識・理解度を高める。 

･自己の体力に挑戦し，忍耐力を

養う。 

･グループ活動を通じて、友情を

育む。 

･集団行動を身につけるととも

に、リーダーシップや協調性を

養う。 

2.0 

～ 

3.0 

春 

～ 

秋 

200 

3 ウォークラ

リー 

課題解決

を通した

グループ

活動 

･グループ活動を通じて、友情を

育む。 

･自然に親しみ、自然環境を考え

る。 

2.0 

～ 

3.0 

春 

～ 

秋 

120 

4 集団行動 

AFPY 

グループ

活動 

･グループ活動を通じて、規律や

一体感を育んだり、人間関係づく

りを学んだりする。 

1.0 

～ 

2.0 

通年 120 

5 野外炊事 カレーラ

イス・親

子丼 

BBQ 

･共同生活における役割分担と協

力の大切さを体験させ，人や物

に対する感謝の心を育成する。 

･自分で考えてしっかり行動する

力をつける。 

4.0

～ 

5.0 

通年 200 

6 ランタンフ

ァイヤー 

キャンプ

ファイヤ

ーのラン

タンバー

ジョン 

･ランタンの明かりを囲み親睦を

深める。 

･感動的なひと時を過ごす。 

･落ち着いた気持ちで、振り返り

を行う。 

1.0  

～ 

2.0  

春 

～ 

秋 

100 

7 キャンドル

サービス 

明かりを

囲んだレ

クリエー

ション 

･ろうそくのやさしい明かりを囲

んで、親睦を深める。 

･感動的な一時を過ごす。 

1.0  

～ 

2.0 

通年 100 



 プログラム名 活動内容・教育的効果 
時間 

(時間) 
季節 

定員

(人) 

 8 軽スポーツ テニス、

グラウン

ドゴル

フ、卓球

等 

･気軽に取り組めるスポーツに親

しみ、親睦を図る。 

･身体能力の向上を図る。 

1.0 

～ 

3.0 

通年 種目

によ

る 

 9 インライン

スケート 

ローラー

スケート 

･心肺機能や筋力、筋持久力など

身体能力の向上を図る。 

･平衡感覚を養うことができる。 

1.0 

～ 

3.0 

通年 40 

10 ネイチャー

クラフト 

木や木の

実などで

作品づく

り 

･様々な形の木を接着し、自由な

発想で創造力を伸ばす。 

1.0 

～ 

2.0 

通年 60 

11 焼き杉工作 杉板を焼

いて作品

作り 

･自主性、創造性を養う。 1.0 

～ 

2.0 

通年 60 

12 ガラス工芸 コップや

皿に砂を

吹き付け

創作 

･自主性、創造性を養う。  2.0 

～ 

3.0 

通年 30 

13 大理石クラ

フト 

大理石を

磨いて作

品作り 

･自主性、創造性を養う。 

･最後までやり遂げる力を養う。 

1.0 

～ 

2.0 

通年 60 

14 陶芸 粘土から

作品作り 

･形成から色付けまで、陶芸の一

連作業を通して、自主性・創造

性を養う。（手ひねり 2～3 時間、

絵つけ 1 時間） 

1.0 

～ 

3.0 

通年 60 

15 七宝焼き ガラスの

粉を焼き

付け 

･自主性、創造性を養う。 

･自分で考えて行動する力を養

う。 

1.0 

～ 

2.0 

通年 30 

16 バードコー

ル 

木にボル

トを通し

制作 

･自主性、創造性を養う。 

･自分で考えて行動する力を養   

う。 

1.0 通年 60 

17 音楽活動 器楽、音

楽等 

･音楽を通して豊かな情操を育

む。 

･合奏や合唱などの活動を通し

て、協力することの大切さを学

ぶ。 

1.0 

～ 

6.0 

通年 30 

～ 

200 

18 天体観察 天体望遠

鏡使用 

･自然に親しみ環境を考える。 1.0 通年 100 

 



３ 自主事業実績（令和 6 年度） 

   施設名：由宇青少年自然の家 
 

 事業名 実施年月日 対象者 参加者数 

1 
銭壺山グリーンハイキン

グ 
4月27日(土) 

興味のある

方どなたで

も 

213 

2 それひけ大漁だ！ 5月12日(日) 

年中～小学

生とその家

族 

中止 

3 
ZENITSUBOロックフェスタ

2024春 
5月19日(日) 

興味のある

方どなたで

も 

150 

4 家族でDIY教室 6月23日(日) 
小学生とそ

の家族 
20 

5 トンカチ木工教室 7月20日(土) 
年中～小学

生とその家

族 

63 

6 マリンスポーツ体験 8月1日(木) 小学生 25 

7 星空探偵団 8月8日(木) 
小学生とそ

の家族 
31 

8 トンカチ木工教室 8月9日(金) 

年中～小学

生とその家

族 

66 

9 はじめてのキャンプ体験 9月15日(日)～16日(月) 
小学生とそ

の家族 
20 

10 YOUゆうスポーツフェスタ 10月14日(月) 
興味のある

方どなたで

も 

756 

 事業名 実施年月日 対象者 参加者数 

11 陶芸教室 10月23日(水) 興味のある

方どなたで

も 

11 

12 デイキャンプ＆アウトド

アクッキング 

10月27日() 年中～小学

生とその家

族 

19 

13 ZENITUBOロックフェスタ2

024秋 

11月17日(日) 興味のある

方どなたで

も 

150 



14 陶芸教室 11月20日(水) 興味のある

方どなたで

も 

12 

15 プロ直伝！ステップアッ

プ陶芸 

12月1日(日) 陶芸経験者 16 

16 アイシングクッキー作り

＆クリスマスツリー作り 

12月15日(日) 年中～小学

生とその家

族 

24 

17 クラフト体験（ミニ門松作

り） 

12月19日(木) 興味のある

方どなたで

も 

14 

18 陶芸教室 1月9日(木) 興味のある

方どなたで

も 

2 

19 家族であったか手打ちう

どん作り＆カルタ大会 

1月19日(日) 年中～小学

生とその家

族 

33 

20 陶芸教室 1月28日(火) 興味のある

方どなたで

も 

8 

21 プロ直伝！ステップアッ

プ陶芸 

2月2日(日) 陶芸経験者 21 

22 おもしろいミクロの世界 2月9日(日) 小学生とそ

の家族 

15 

23 とことん木工教室 2月22日(土)～23日(日) 興味のある

方どなたで

も 

15 

24 陶芸教室 2月26日(水) 興味のある

方どなたで

も 

9 

25 ふれパク体験フェス2025 3月8日(土)～9日(日) 小学生とそ

の家族 

69 

26 陶芸教室 3月25日(火) 興味のある

方どなたで

も 

11 

  



４ 収入・支出の状況 

施設名：由宇青少年自然の家 
  収入     （単位：円） 

  区分   令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

  指定管理料   92,946,000 85,957,000 85,135,000 

  利用料金収入   12,191,868 21,703,167 27,063.820 

  自主事業収入   446,130 473,160 565,200 

  雑収入   1,577,631 2,494,594 2,572,328 

   研修材料費     1,098,128 1,332,960 1,406,210 

   電気水道料等   479,503 1,161,634 1,166,118 

  受講料収入   0 0 0 

   その他雑収入   0 0 0 

  合計   107,161,629 110,627,921  

  支出     （単位：円） 

  区分   令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

  報酬   2,700,454 0 0 

  給料   14,540,961 15,323,226 15,657,000 

  職員手当   6,720,683 7,270,530 9,008,424 

  福利厚生費   6,502,642 6,083,812 6,958,265 

  賃金   15,260,292 15,552,972 22,725,074 

  退職手当   3,625,719 1,691,634 2,097,332 

  旅費交通費   95,456 166,800 168,019 

  通信運搬費   503,282 472,941 484,311 

  会議費   81,750 43,430 6,370 

  備品費   1,381,270 1,193,430 899,800 

  消耗品費   1,809,041 3,020,433 7,694,632 

  修繕費   3,780,154 4,549,465 6,385,898 

  印刷製本費   0 0 0 

  燃料費   4,553,398 5,296,283 5,724,470 

  光熱水費   11,168,626 10,844,526 11,296,827 

  賃借料   3,654,084 3,560,909 3,246,561 

  損害保険料   261,932 240,208 276,118 

  諸謝金   121,180 149,240 148,710 

  租税公課   5,372,927 5,519,183 5,292,218 

  負担金   36,000 31,000 45,000 

  委託費   18,037,822 19,897,301 21,242,067 

  雑費   94,590 83,270 234,537 

  合計   100,302,263 100,990,593 119,591,633 

  



５ 施設の主な維持管理業務委託の概要 

施設名：由宇青少年自然の家 

委託業務名 
令和 7 年度 

契 約 額 
業務概要 

ビル管理 1,856,800 

＜業務内容＞ 

○本館空気環境測定 

○本館・若者交流棟のねずみ・昆虫等の生息調査なら

びに防除計画 

○簡易水質検査・法定水質検査 

○貯水槽点検および清掃 

○浴槽水レジオネラ菌検査 年 2 回 

清掃（館内） 5,265,150 

＜設備内容＞ 

○宿泊室 1 回/利用日(便器薬剤洗浄 1 回/月) 

○浴室 1 回/日(浴槽剤洗浄 1 回/週、便器薬剤洗浄 1 回/月) 

○洗面室、更衣室、洗濯室 1 回/日 

○便所 1 回/日（便器薬剤洗浄 1 回/月） 

○休息談話室、談話コーナー、廊下、エレベーターホ  

ール、階段、エントランスホール、団体食堂 1 回/日 

汚水処理施設

維持管理 
1,505,680 

＜施設規模等＞ 

○処理対象人員 430 人 

○汚水量 75 立米/日 

○処理方式 長時間ばっ気方式 

○放流水質 BOD20mg/リットル 

＜業務内容＞ 

○定期保守点検 毎週 

○水質検査 毎月 1 回 

空調機器保守

点検 
3,190,000 

＜対象建物＞ 

○本館、若者交流棟 

＜設備内容＞ 

○吸収式冷温水発生機、冷却塔、エアハンドリングユ

ニット、空冷式エアコン、自動制御、ファンコイル

ユニット、温水ヒーター、浴槽循環濾過装置 

昇降機設備定

期保守 
2,127,840 

＜設備内容＞ 

○住宅用エレベーター 定員 9 人 積載荷重 600kg 

○乗用エレベーター 定員 11 人 積載荷重 750kg 

＜点検回数＞ 

毎月１基１回以上 

消防設備 803,000 

＜業務内容＞ 

○消防用設備点検業務 年 2 回 

○消防避難訓練機器取扱い講習者派遣 年 1 回 



委託業務名 
令和 7 年度 

契 約 額 
業務概要 

自家用電気工

作物 
627,396 

＜検査内容＞ 

○電気工作物の異音・異臭・損傷・汚損等の有無 

○電線と他物との離隔距離の適否 

○機械器具・配線の取り付け状態及び過熱の有無 

○接地線等の保安装置の取り付け状態 

警備 772,200 

＜警備の方法＞ 

○機械警備 

＜警備内容＞ 

○火災、盗難及び特定の異常状態の感知 

○事故確知時における関係先への通報・連絡 

＜警備基準時間＞ 

○開館日：午後 5 時 15 分から翌日午前 8 時 30 分まで 

○閉館日：午前 8 時 30 分から翌日午前 8 時 30 分まで 

中央監視装置

点検 
316,800 

＜業務内容＞ 

○保守点検作業の計画・実施 

○システムの維持管理 

○制御ソフトウエアプログラムの設定確認 

デマンド管理 72,600 

＜業務内容＞ 

○電気使用量の監視・記録 

○保守点検作業の計画・実施 

アレルギー対

応 

3,200 

1団体あた

り 

 

ウェブサービ

ス 
79,200 運営サポート 

清掃業務 72,600 野外炊事場便所清掃 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
６ 備品一覧表 

施設名：由宇青少年自然の家 

 品名 数量 規格 

 1 両袖机  3 天童 T－6152N 

 2 演台  3 天童 T-2495N 

 3 コーラル・ライザー  5 ヤマハ COP-163G 

 4 花台  1 天童 T-2498N 

 5 工作台  1 W1800×D900×H750/800 

 6 テレビ台  2 オーロラ KB-1000 

 7 飾り棚  1 天童 T-8043N 

 8 組込型耐火金庫  1 F5A3KZ-Z13 

 9 移動式書庫  1 3-2 連 H2485×W2745 

10 電動裁断機  2 プラス PK-911E ほか 

11 スチール倉庫  2 10.53 ㎡ 

12 電動ろくろ  1 シンポ工業 RK-88 

13 電気自動かんな盤  1 マキタ 1911B 

14 ワイヤレス設備  1 ビクター 

15 業務用無線機  1 松下 

16 エアコンプレッサー  2 OP-7S 

17 電気丸ノコ盤  1 マキタ 5806A 

18 電気工具セット  1 トップマン 5650-005・4 号 

19 電気ドリル  1 マキタ 6401・MDS 

20 サンドブラスト機  2 SG-106 

21 芝刈り機  1 ゴールデンスター RCD-5300A 

22 チェンソー  1 新ダイワ E352 350mm 

22 ヘッジトリマ  2 マキタ EH561 

23 実体顕微鏡  2 ダブルアームファイバー 照明装置付き 

24 オーバーヘッドプロジェクター  1 映機 OHP-3000M 

25 オーバーヘッドカメラ  1 ビクター AV-P700 

26 天体望遠鏡  9 ビクセン GP-102M・SM ほか 

27 ズボンプレッサー  3 ナショナル Z-S30 

28 応接セット  1 コクヨ CE55KT 

29 自動給茶器  1 コクヨ J-HTC-617M-T 

30 電気クッキングヒーター  1 ナショナル NK-C1290 

31 電子レンジ  1 日立 MRO-N85 



32 コイン式全自動洗濯機  5 NA-F42C-X6 

33 アップライトピアノ  1 ヤマハ UX-300 

34 電子ピアノ  1 ヤマハ P-300 

35 エレクトーン  1 ヤマハ EL-90 

36 グランドピアノ  1 ヤマハ C6 自動演奏付き 

37 シンセサイザー  1 ヤマハ SY99 

38 ドラム  1 パール MX-22D-60C 

39 グランドピアノ専用運搬機  1 ヤマハ NO70 

40 七宝電子炉  2 カトレア S 

41 ミニサッカーゴール  1 エバニュー KE721 

42 差し込み式バレー・テニス支柱  3 ニシオカ 4-9-0 ステンレス製 

43 メガホン  1 1 ボル TM-101 

44 音響・映像機器架（工事備品）  1 1710×568×2000 

45 ミキサー卓（工事備品）  3 1284×810×828 

46 ビデオデッキ  3 ビクター HR-VX11 

47 マイク 23 ダイナミック型 D3700S ほか 

48 アンプ  2 SYSTEM-1 ほか 

49 ギターアンプ  1 ヤマハ SR50-112 

50 ベースアンプ  2 ヤマハ SR80-115 ほか 

52 ＤＶＤレコーダー  1 ― 

52 スピーカー 15 フロントロード型 SP-1501 ほか 

53 １６ｍｍ映写機  1 映機 EX3500(F) 

54 カメラ  6 ポラロイド 690 ほか 

55 スライドプロジェクター  1 映機 SLD-260M 

56 ビデオプロジェクター  2 松下 TH-L5921 ほか 

57 スーパープロジェクター（工事備品）  1 ILA 方式 

58 天体望遠鏡用ＣＣＤビデオカメラセット  1 ヴィクセン 

59 コートローラー  1 ジャベリン RO-15 

60 絵画  2 10 号 「秋吉台」 ほか 

61 掛軸  8 彩色山水 織部竹峰 ほか 

62 液晶テレビ 32 Victor LT-26LC8 ほか 

63 ヨド物置  3 LMC‐3629 

64 簡易ステージ  6 Wenger FL‐205R ポリウレタン 

65 業務用ガステーブル  1 マルゼン MGTX-156C 

66 丸ノコ盤  1 マキタ 2703 



67 コイン式電気衣類乾燥機  4 サンヨーCD-S45C1 ほか 

68 ラックコンベア式洗浄機  1 ホシザキ JWE-2400CA-R 

69 ガスブースター（給湯装置）  1 ホシザキ WB-25h-2400T 

70 冷凍冷蔵庫  1 東芝 GP-B38N-S375L 

71 移動型スクリーン  1 AURORA VPS100RW 

72 スクリーン  1 VPRS-170PB 

73 業務用給湯器  1 ノーリツ 

74 コイン式電気衣類乾燥機  3 ― 

75 自動体外式除細動器  2 日本光電 AED-2100 ほか 

76 衛星携帯電話  1 IsatPhone Pro 

77 小型バス  1 日産 シビリアン 

78 電気窯  1 ㈲末田窯業製 SED-07EY 

79 スチームコンベクションオーブン  1 ホシザキ電機㈱ MIC-6SA3-1 2 段積 

80 全自動洗米機（貯米・計量付）  1 ライステクノプロダクト㈱ RM-401A 

81 軽トラック  1 マツダ スクラムトラック 

  



 

７ 青少年教育施設等を活用した取組 

１ 現状と課題 

 ○ 自然や歴史、仲間、多様な人々と関わり合う体験活動は、感性を豊かにし、

自己・他者理解や対人関係能力などを高め、子どもたちの豊かな心を育むため

の大きな役割を担っています。 

 ○ 青少年の体験活動の充実に大きな役割を果たしてきた県立青少年教育施設

は、少子化等により利用者数が減少傾向にありますが、デジタル化の進展、あ

るいはコロナ禍を契機としたライフスタイルの変化等により、子どもたちのリ

アルでの体験不足が懸念されることから、豊かな自然環境の中で多様な野外活

動や学習活動を通して健全な青少年の育成を図り、学校や社会教育関係団体の

利用に供する中核施設として、体験活動プログラム、指導者養成、施設管理運

営の一層の充実が求められています。 

 

【参考】 令和７年度県民実感度調査（LINE リサーチを活用して山口県が実施）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ こうした中、本県では、長期自然体験活動「やまぐちアドベンチャーキャン

プ」や子どもたちの豊かな人間関係を育む体験学習法である「ＡＦＰＹ（アフ

ピー）」など、特色ある体験活動を実施しています。これらの取組は、子ども

たちの生きる力を育む上で大きな成果を上げ、体験活動に関わる指導者数も増

加傾向にあります。 

 ○ 体験活動のさらなる充実には、学校・青少年教育施設・地域との連携強化や

専門的な知識や技能を身につけた指導者の養成が必要です。 

 

２ 今後の方向性 

  学校・青少年教育施設・地域が連携した特色ある体験活動を推進し、子どもた

ちの体験活動の充実をめざします。また、各種研修会の開催を通して、指導者養

成や指導力向上の取組を継続的かつ計画的に進めます。 

＜やまぐちアドベンチャーキャンプ＞ 

○ 野外活動とカウンセリングを組み合わせ、個人や集団の成長を図る野外教

育活動。 

○ 世界的な冒険教育機関であるＯＢＳ(アウトワード・バウンド・スクール)

の教育手法を取入れ、小学 5 年生～中学生を対象とした７泊８日のプログラ

ム等を実施(長期自然体験活動)。 



○ 子どもたちの生きる力を育み、その力を実生活の中に活かしていくことが

目的で、仲間と力を合わせて多様な課題に挑戦し、自信を深めるとともに話

し合いや協力の仕方を学ぶことができる。 

＜ＡＦＰＹ(アフピー)＞ 

○ 他者と関わりあう活動を通して、個人の成長を図り、心豊かな人間関係を

築くための考え方や行動の在り方を学びあう、山口県独自の体験学習法。 

○ 人間関係づくりに有効であり、特に学校では学級経営や生徒指導で効果が

期待できるとして取組が広がりつつある。 

＜ＡＦＰＹアドバイザー＞ 

○ ＡＦＰＹに関わる相談対応・助言・指導等の役割を担う者をアドバイザー

として登録する制度で、指導力向上のため専門的な研修会を実施。  

 
<県内における主な取組と内容> 

区 分 内 容 

「やまぐちアドベンチャー
キャンプ」やＡＦＰＹ、青少
年教育施設や地域等との連
携による特色ある体験活動
の実施 

○ 小学生、中学生を対象とした長期の自然体験活 
動を実施 

○ 地域との連携事業やＡＦＰＹ出前講座の実施 

やまぐちアドベンチャーキ
ャンプ、ＡＦＰＹの核となる
指導者や地域で活動する指
導者の養成と活用 

○ 「山口県野外教育活動指導者研修会」等の実施 
○ ＡＦＰＹ指導者のためのＡＦＰＹの手法を学ぶ

研修会（年３回）の実施 
○ ＡＦＰＹアドバイザーによる実践事例の提供 

 
<体験活動推進の視点> 

体験活動の機会提供   

青少年教育施設を活用した教育効果
の高い体験活動プログラムの実施 

  

   

指導者の養成  

他者と関わり合う 
様々な体験活動を通した 
心豊かな子どもの育成 

各種研修会の開催による指導者の養
成と指導力の向上 
体験活動ボランティア登録による次
世代の指導者の育成 

 

   

活動の支援   

広報、ｗｅｂ、体験活動情報案内メ
ール等による情報提供及びＡＦＰＹ
アドバイザーによる相談体制づくり 

  

 
 
 



８ 指定管理者個人情報取扱特記事項 

 

（基本的事項） 

第１ 乙は、この協定に係る公の施設の管理の業務（以下「管理業務」という。）の

実施に当っては、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）及び以

下の事項を遵守し、個人の権利利益を害することのないよう、個人情報の取扱い

を適正に行わなければならない。 

 

（秘密の保持） 

第２ 乙は、管理業務に関して知り得た個人情報をみだりに他に漏らしてはならな

い。指定管理者の指定の期間が満了し、又は指定管理者の指定が取り消された後

においても、同様とする。 

 

（取得の制限） 

第３ 乙は、管理業務を実施するために取得する個人情報については、管理業務を

達成するために必要な範囲内で、適法かつ適正な方法により取得しなければなら

ない。 

 

（目的外利用及び提供の禁止） 

第４ 乙は、甲の指示又は承認があるときを除き、管理業務に関して知り得た個人

情報を公の施設の管理の目的以外のために利用し、又は第三者に提供してはなら

ない。 

 

（適正管理） 

第５ 乙は、管理業務に関して知り得た個人情報の漏えい、滅失、毀損の防止その

他の個人情報の適切な管理のため、アクセス制限の設定、個人情報が記録されて

いる媒体の管理その他の必要な措置を講じなければならない。 

２ 乙は、前項の個人情報の管理に当たっては、管理責任者を定め、内部における

責任体制を確保しなければならない。 

３ 乙は、管理業務の従事者に対して、その在職中であると職を退いた後であると

を問わず、管理業務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不

当な目的に使用してはならないことその他個人情報の保護に関し必要な事項を周

知させなければならない。 

 

（派遣労働者等の利用時の措置） 

第６ 乙は、管理業務を派遣労働者、契約社員その他正社員以外の労働者に行わせ

る場合は、正社員以外の労働者に、この協定に基づく個人情報の取扱いに関する

一切の義務を遵守させるものとする。 

２ 乙は、甲に対して、正社員以外の労働者の全ての行為及びその結果について責

任を負うものとする。 



（複写・複製等の禁止） 

第７ 乙は、甲の指示又は承認がある場合を除き、管理業務を実施するために甲か

ら引き渡された個人情報が記録された資料等の複写、複製、又は持ち出しを行っ

てはならない。 

 

（再委託の禁止） 

第８ 乙は、管理業務を実施するための個人情報の処理は、自ら行うものとし、甲

の承認があるときを除き、第三者にその取扱いを委託（乙の子会社（会社法（平

成 17 年法律第 86 号）第２条第１項第３号に規定する子会社をいう。）に委託する

場合を含む。）又はこれに類する行為（以下「再委託」という。）をしてはならな

い。 

２ 乙は、前項の承認を得て再委託をする場合には、再委託先に対し、甲及び乙と

同様の安全管理措置を講じなければならないことを周知するとともに、この協定

に基づく個人情報の取扱いに関する一切の義務を遵守させるものとする。 

 

（再委託に係る連帯責任） 

第９ 乙は、再委託先の行為について、再委託先と連帯してその責任を負うものと

する。 

 

（再委託の相手方に対する管理及び監督） 

第 10 乙は、再委託をする場合には、再委託をする業務における個人情報の適正な

取扱いを確保するため、再委託先に対し適切な管理及び監督をするとともに、甲

から求められたときは、その管理及び監督状況を報告しなければならない。 

 

（返還、廃棄又は消去） 

第 11 乙は、管理業務を実施するために甲から引き渡され、又は乙自らが取得し、

若しくは作成した個人情報が記録された資料等について、指定管理者の指定の期

間が満了し、又は指定管理者の指定が取り消されたときは、直ちに甲の指示に基

づいて返還、廃棄、消去、又は新たに指定管理者となるものに引き継がなければ

ならない。 

２ 乙は、前項の資料等を廃棄する場合、記録媒体を物理的に破壊する等個人情報

が判読、復元できないように確実な方法で廃棄しなければならない。 

 

（遵守状況に関する報告） 

第 12 乙は、甲からこの特記事項の遵守状況について報告を求められた場合には、

直ちにその状況を甲に報告しなければならない。 

 

（監査等） 

第 13 甲は、管理業務の実施に伴う個人情報の取扱いについて、この特記事項の規

定に基づき必要な措置が講じられているかどうか検証及び確認するため、乙及び



再委託先に対して、監査、実地検査又は調査（以下「監査等」という。）を行うこ

とができる。乙及び再委託先は、合理的事由のある場合を除き、甲又は甲の指定

した者の行う監査等に協力しなければならない。 

２ 甲は、前項の目的を達成するため、乙及び再委託先に対して必要な情報を求め、

又は管理業務の実施に関して必要な指示をすることができる。 

 

（事故発生時における報告等） 

第 14 乙は、管理業務に関し個人情報の漏えい、滅失、毀損その他の個人情報の安

全の確保に係る事態が発生し、又は発生するおそれのあること（再委託先により

発生し、又は発生するおそれがある場合を含む。）を知ったときは、速やかに甲に

報告し、甲の指示のもとセキュリティ上の補完、情報の修復等の措置をとるとと

もに再発防止の措置を講じなければならない。 

２ 甲は、前項の事態が発生した場合には、個人情報の取扱いの態様、損害の発生

状況等を勘案し、乙及び再委託先の名称等の必要な事項を公表することができる。 

 

（指定の取消し及び損害の賠償） 

第 15 甲は、乙がこの特記事項に定める義務を履行しない場合又は法令に違反した

場合には、指定管理者の指定を取り消すことができる。 

２ 乙は、この特記事項に定める義務に違反し、又は怠ったことにより甲又は第三

者が損害を被った場合には、その損害を賠償しなければならない。 

 
 
 

 
 


